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1）調査研究活動

A1 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

Iz-1　島に分布する火山噴

出物に基づく長期の噴火史

構築（新島，式根島，神津

島）

火山災害長期予測の基礎となる噴火履歴の精緻な復元を

目的とし，2017年度から調査・分析を実施している．航

空レーザ測量データを利用した陰影図から地形判読を実

施し，火口など火山地形の抽出，火山体の開析度合いを

判定した．また，地表地質調査を行い．採取したテフラ

（火山砕屑物）を分析した．それらに基づきテフラの層

序と分布を明らかにするとともに放射性炭素年代による

噴火年代の検討，詳細な噴火史の構築を目指した．

これまでに，新島・式根島では島全体に甚大な災害を及

ぼす規模の噴火が，およそ1万年前以降数千年に1回程度

の頻度で発生してきたことを明らかにした．このほか新

島および神津島のテフラ層序と噴火史に関する成果は，

関連する国内の学会等で報告している．

これら調査・分析測定成果から構築された噴火史は，日

本地球惑星科学2018年大会で5件，Crossing New

Frontiers INTAV International Field Conference on

Tephrochronology “Tephra Hunt in Transylvania”

（ルーマニア）で1件，日本第四紀学会2018 年大会で2

件，日本火山学会2018年度秋季大会で2件の発表として公

表した．また現在，新島火山のテフラ層序と噴火史に関

する論文を投稿中でありる．神津島火山についても論文

にまとめ，研究成果として公開する予定である．

新島調査

2017年10月（小林，西澤），11月（小

林，西澤），12月（小林，西澤）

2018年1月（小林），2月（小林），3月

（小林，青木，西澤），4月（小林，村

田），5月（石村，小林，村田），6月

（小林），7月（小林），8月（鈴木，青

木），9月（小林），11月（小林），12月

（小林）

2019年1月（小林）

神津島・式根島・新島調査

2017年11月（小林，西澤）

神津島調査

2017年9月（伊藤，西澤，石村），11月

（西澤，鈴木）

2018年6月（西澤，小林），　（村田），

（村田），11月（村田），12月（村田）

2019年1月（村田），2月（村田，青木，

鈴木，小林）

2019年11月（村田）

Iz-2　島に分布する火山噴

出物に基づく長期の噴火史

構築（伊豆大島，三宅島，八

丈島）

伊豆大島・三宅島・御蔵島に関して，航空レーザー測量

データによる地形解析，地質調査と噴出物採取，室内分

析，外注による放射性炭素年代測定などを実施した．こ

れら調査・分析成果から構築された噴火史は，日本地球

惑星科学2018年大会で5件，Crossing New Frontiers

INTAV International Field Conference on

Tephrochronology “Tephra Hunt in Transylvania”

（ルーマニア）で1件，日本第四紀学会2018 年大会で2

件，日本火山学会2018年度秋季大会で2件の発表として公

表した．また20th Congress of the International

Union for Quaternary Research (INQUA)にて伊豆大島で

の成果を公表した．

伊豆大島調査

2017年5月（中山，鈴木，西澤），8月

（鈴木）

2018年11月（小林），8月（鈴木）

2019年10月（青木，鈴木，村田），11月

（鈴木）

Iz-3　島に分布する火山噴

出物に基づく長期の噴火史

構築（利島，御蔵島，青ヶ

島）

利島・御蔵島に関しては，航空レーザー測量データによ

る地形解析，地質調査と噴出物採取，室内分析，外注に

よる放射性炭素年代測定などを実施した．これら調査・

分析成果から構築された噴火史は，日本地球惑星科学

2019年大会で公表予定である．

利島調査

2019年6月（村田，高橋），11月（村田，

高橋）

御蔵島調査

2018年11月（鈴木）

2019年11月（石村），11月（高橋，青

木）

Iz-4　海底堆積物中に含ま

れる火山灰に基づくより長期

の噴火史構築

2017年度11月から，伊豆諸島近海でこれまでに採取され

た堆積物試料の現状について調査を開始し，2009年に地

球深部探査船「ちきゅう」のCK09-03次航海，房総半島南

方40 km沖，水深2027.25 mで掘削された深海掘削コア

C9010E（全長190.38 m）がテフラ層序研究に最適と判断

した．コア試料を保管している海洋研究開発機構に対し

てテフラ試料採取の申請を行い，2018年6月と12月の2回

に分けて合計314のテフラ分析用試料を採取した．

これらの試料はすべて水洗・風乾・篩別した．実体顕微

鏡下で岩石学的特徴を記載し，高知大学海洋コア総合研

究所の全国共同利用機器であるEPMAを用いて火山ガラス

の主元素組成分析を行っている．2019年度末時点で

C9010E コア中の56試料と，対比される可能性が高い新

島・神津島起源の模式試料81試料の分析が終わってい

る．途中結果については青木ほか（2019a；2019b），

Aoki et al. (2020)で学会発表し，投稿論文の執筆を開

始した．

高知大学海洋コア総合研究センター

2018年6月（小林，青木），2018年12月

（青木，石村）

2019年3月，9月，12月（青木）

Iz-5　低頻度ながら影響が

大きい潜在的な現象の検討

Iz-5ではIz-1〜4で得られたデータを元に低頻度ながら影

響が大きい潜在的な現象の検討を行なう．これらは防災

対策上考慮すべき災害シナリオを提示することを目的と

している．想定される現象として，山体（溶岩ドームを

含む）崩壊，海底火山および陸上火山におけるカルデラ

噴火，海底噴火あるいは山体崩壊や火砕流の海域への流

下により引き起こされる津波，伊豆諸島複数の火山にお

ける同時噴火などである．



KC-1　火山噴出物再移動に

よる災害の研究

流域の火山活動による中川・東京低地への影響を検討す

るため，これまで以下の調査を実施し検討をおこなっ

た．

1) 火山噴出物再移動の証拠を示す軽石等の火砕物の記載

のある既存ボーリングデータの整理を行なった．具体的

には埼玉県環境部環境科学国際センターの協力が得て同

センターの「ウェブGISによるボーリング柱状図」の位置

情報等を入手し整理した，熊谷市から越谷市にかけて流

下する元荒川沿いには，地表面から深度5 m以浅の堆積物

中に軽石を含む地点が多数あることを確認した．

2) 元荒川沿いの低地，蓮田市西新宿３丁目（黒浜西小学

校敷地内）とさいたま市岩槻文化公園近傍の元荒川河食

崖のそれぞれ2地点においてボーリング調査と地質断面観

察を実施し，得られた軽石の分析や放射性炭素年代測定

を実施した．

これらの成果は日本第四紀学会と日本地理学会にて発表

した．

また富士山の火山活動の一つである火山泥流の流下に関

して，これまで調査が十分行われていない富士－相模川

泥流堆積物の大月－河口湖間での分布および層相変化の

記載を行っている．調査の途中経過については日本地球

惑星科学連合2019年大会にて発表した．

埼玉県地質調査・ボーリング調査（予察

を含む）

2018年1月，2月（鈴木･西澤）

2019年10月（鈴木･青木・高橋）

榛名山調査

2019年12月（高橋，青木）

山梨県都留市調査

2018年11月〜2019年5月（白井）

2019年10月（白井，高橋）

2019年12月（白井，小林）

2019年1月，3月（白井）

KC-2　火山灰雲による被害

をもたらす潜在的火山の研

究

火山灰雲が航空路線に多大な影響を与える事例として

2010年のアイスランドでの火山の噴火がある．同噴火の

火山爆発指数（VEI）は4とされており，潜在的に同規模

クラスの噴火が起こりうる火山は関東・中部地方に多数

ある． VEI 4以上の噴火履歴については国内の火山の場

合，火山灰研究により過去数万年間の実体がある程度明

らかとなっている．しかし東京周辺の航空路線への影響

という観点からは潜在的に危険性の高い火山のリスト化

等はなされていない．本研究では，火山灰研究で得られ

た過去の火山噴火をデータベース化し，これまでの噴火

履歴を加味して火山灰雲による東京周辺の航空路線に与

える火山をリスト化し，日本国内で生じた火山噴火のう

ち，過去12万年間かつVEI 4以上の噴火における噴出物の

等層厚線図をGISデータとして整備した．．

A2 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

研究打ち合わせ
名古屋大学地震火山研究センター長・渡辺教授と自然地

震トモグラフィの実施計画について議論
2018年3月

八丈島現地調査

八丈島における臨時地震観測点選定のための現地調査。

スペイン・アルメリア大学Navarro教授、神奈川大学荏本

教授が参画

2018年5月

研究打ち合わせ
干渉SAR解析について、北海道大学（当時）の石塚助教と

議論
2018年9月

八丈島現地調査 八丈島における臨時地震観測点選定のための現地調査 2019年2月

八丈島現地調査
八丈島における臨時地震観測について許可申請に関して

東京都八丈支庁にて打ち合わせおよび現地確認
2019年3月

八丈島現地調査
八丈島における臨時地震観測点選定のための現地調査。

八丈小島ほか
2019年4月

研究打ち合わせ 干渉SAR解析について、京都大学の石塚助教と議論 2019年5月

八丈島現地調査
八丈島における臨時地震観測点選定のための現地調査。

八丈町牧区ほか
2019年6月



八丈島地震計設置

八丈島における臨時地震観測のために地震計を46地点に

設置。名古屋大学地震火山研究センター渡辺センター長

が参画。

2019年9月

八丈島地震計メンテナンス
台風15号通過にともなう緊急メンテナンス。すべての地

震計が無事であることを確認。
2019年9月

神津島現地調査 神津島における臨時地震観測点選定のための現地調査 2019年10月

八丈島地震計メンテナンス 定期点検。バッテリーおよびデータロガーの交換 2019年10月

八丈島地震計メンテナンス 定期点検。バッテリーおよびデータロガーの交換 2019年12月

神津島現地打ち合わせ（予

定）

東京都大島支庁神津島出張所において支庁および神津島

村担当者と観測に関する打ち合わせ
2020年1月

八丈島地震計メンテナンス

（予定）
定期点検。バッテリーおよびデータロガーの交換 2020年2月

八丈島地震計回収（予定） 八丈島臨時地震観測終了に伴う地震計の回収。 2020年3月

B1 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

伊豆大島調査 ドローンを用いた露頭調査 2017年5月13日〜15日

新島調査 ドローンを用いた露頭調査 2018年3月10日〜11日

新島調査 ドローンを用いた露頭調査 2018年4月14日



神津島調査 ドローンを用いた露頭調査 2018年6月3日

新島調査 ドローンを用いた露頭調査 2018年11月17日〜18日

B2 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

空間モデルの作成
新島を対象地域に設定し，数値シミュレーションの空間

モデルを作成．
2017年2月～現在継続中

避難者エージェントの設定
数値シミュレーションにおける避難者の行動規則の設

定．
2019年1月～現在継続中

文献調査
国内外の火山災害をテーマとした研究例の論文，報告の

資料取集．
2017年2月～現在継続中

D1 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

熊本地震からのくらし・すま

い・むらの回復調査

2016年熊本地震からの避難生活・仮住まい生活の実態と

くらし・すまい・集落の回復に向けた営みを現地調査

2017年4月，10月

2018年4月，10月

2019年4月，10月

災害ハザードマップの作成

編集と活用に関する調査

東日本大震災での津波被災自治体における津波ハザード

マップの改定の取り組み等について調査

2018年2月

2019年2月

火山防災教育とジオパーク

活動に関する現地調査

火山を対象としたジオパーク活動の取り組みを観光+防災

学習という点から考察

2018年5月，有珠山

2019年5月，御嶽山

島民と集落コミュニティによ

る災害対応と被害回復に関

する調査

伊豆大島を対象に，島民と関係機関へのインタビュー調

査を実施

2017年8月

2018年8月

2019年8月，9月

D2 タイトル 内容概略 実施年月 調査研究の様子

災害との共生に関する現地

ワークショップ調査

「島の自然と社会と文化」科目での大島実習時のフィー

ルドワークにおいて現地調査と島民との意見交換会を実

施

2017年8月

2018年8月

2019年8月

大島町立第一中学校での防

災学習アクションリサーチ

大島町立第一中での防災授業「土砂復興地フィールド

ワークとマップづくり」の実施支援を通して中学校での

リスクコミュニケーションについて調査

2019年6-7月



２）論文・専門書誌の執筆

著者名と掲載年 タイトル 掲載先（会誌・書名） 学会等の発行者 発行年月

A1 鈴木毅彦(2018)

テフラ研究に関する国内外における最近の現状

と動向ー同定法，噴火年代決定，古気候変動研

究への応用，分布の広域性，標準試料整備を中

心にー．

第四紀研究，57，131-142． 日本第四紀学会 2018年10月

SUZUKI,Takehiko(2018)

Chapter2:History and future of volcanic 

disasters in the Tokyo Metropolitan area, 

Central Japan.

In Tokyo as aGlobal City, 

International Perspectives in 

Geography, AJG Library 

8,eds.Kikuchi,T. and Sugai,T., 19-

33.

Springer 2018年

A2
UEHARA,Wataru, 

ODA,Yoshiya (2018)

Study on ground displacement of Kozushima 

Island by SAR interferometry analysis

Proceedings of the 13th SEGJ 

International Symposium, 190-193

https://doi.org/10.1190/SEGJ2018-

051.1

Society of Exploration 

Geophysicists of Japan
2018年11月

OMORI,Kentaro, 

ODA,Yoshiya (2018)

Checkerboard resolution test for natural 

earthquake tomography of volcanic islands 

in Hachijojima

Proceedings of the 13th SEGJ 

International Symposium,491-494

https://doi.org/10.1190/SEGJ2018-

126.1

Society of Exploration 

Geophysicists of Japan
2018年11月

B3 石倉智樹，尾山梓（2018）
火山噴火降灰による交易および物流への広域的

な影響評価に関する基礎的研究

土木学会論文集D3, Vol.74, I_109-

I_115.
J-Stage 2018年

平井勝浩, 石倉智樹(2018) 関東近郊の火山噴火に対する道路網接続性評価
土木計画学研究・講演集, vol.58,CD-

ROM.
土木学会 2018年

D1
小倉華子，市古太郎

（2019）

保育所・幼稚園等における災害対応力に関する

研究-東京都町田市を対象として-
地域安全学会論文集,107-114. 地域安全学会 2019年11月

平木繁，市古太郎（2018）

プライバシー空間確保を目的とした紙管間仕切

と避難所生活環境-平成28年熊本地震での集約

避難所運営を通して-

地域安全学会論文集,225-236. 地域安全学会 2018年11月

3）一般書・一般雑誌への寄稿・執筆

著者名と掲載年 タイトル 掲載先（書名） 発行者 発行年月

A1 鈴木毅彦(2017)
地形と噴出物から考える噴火と災害           

               -火山を取り巻く用語-
地理 62 (10), 48-53. 古今書院 2017年9月

D1 市古太郎（2018）
保育士・保育教諭としての危機管理〜自然災害

に備えるために〜

保育士会だより

2019/4月から6回の連載
全国保育士会 2019年4月〜

D2 市古太郎(2018) ハザードマップを理解する
コミュニティ防災の基本と実践,77-

80.

大阪市立大学 都市防災教

育研究センター
2018年3月

黒川　信（2019） 教育の場としての伊豆諸島 日本ネシア論,232-237. 藤原書店 2019年6月

４）学協会発表（口頭・ポスター）

A1 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

SUZUKI,Takehiko(2017)

Recent progress of tephrochronological 

study in Japan and database of Japanese 

tephra using GIS.

The 3rd ASQUA Conference 2017
Lotte City Hotel, Jeju 

(Jeju,Korea)
2017年9月



鈴木毅彦・西澤文勝・石村

大輔・伊藤美和子・丸山誠

史・檀原　徹・平田岳史

(2017)

神津島天上山-新島向山テフラの認定・識別に

関する再検討
日本第四紀学会 福岡大学（福岡市） 2017年8月

宇津川矯子・鈴木毅彦

(2018)

日本列島における火山災害としての極低頻度巨

大噴火　VEI=7の評価
日本地理学会 東京学芸大学（小金井市） 2018年3月

鈴木毅彦・千木良雅弘

(2019)

伊豆大島および関東における地質時代の斜面崩

壊：地震時流動性地すべりポテンシャル評価に

向けて.

平成30年度京都大学防災研究所研究発

表講演会

京都大学防災研究所（宇治

市）
2019年2月

鈴木毅彦・小林　淳・西澤

文勝・白井正明(2018)

埼玉県元荒川沿い沖積低地の発達過程：再堆積

軽石および放射性炭素年代からの検討．
日本第四紀学会 首都大学東京（八王子市） 2018年8月

鈴木毅彦・小林　淳・西澤

文勝・白井正明(2019)

埼玉県東部沖積低地における潜在的火山泥流災

害の評価．
日本地理学会 専修大学（川崎市） 2019年3月

SUZUKI,Takehiko, 

KOBAYASHI,Makoto, 

NISHIZAWA,Fumikatsu, 

AOKI,Kaori, 

ISHIMURA,Daisuke. and 

NAKAYAMA,Daichi(2018)

Recent progress and perspective in 

tephrochronological studies for eruption 

histories of Quaternary volcanoes in north 

 Izu Islands, off Tokyo Metropolitan Area, 

Japan.

Crossing New Frontiers INTAV 

International Field Conference on 

Tephrochronology

Fundata Cheile Grădiștei 
(Moieciu de Sus, 

Romania)

2018年6月

鈴木毅彦・小林　淳・西澤

文勝・青木かおり・石村大

輔・伊藤美和子・中山大地

(2018)

伊豆諸島北部における第四紀火山の噴火史研究

レビューと今後の課題．
日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

小林 淳・萬年一剛・長井

雅史・千葉達朗(2018)

箱根火山神山・大涌谷周辺の火口状地形と噴火

堆積物の層序・年代．
日本火山学会2018年度秋季大会 秋田大学（秋田市） 2018年9月

小林 淳・萬年一剛・山口

珠美・長井雅史(2019)

箱根火山神山・大涌谷周辺の火口列とそれらの

形成年代の地域性．

水蒸気噴火のメカニズムと予知に関す

る研究集会
小田原 2019年1月

小林 淳・村田昌則・青木

かおり・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島　新島火山宮塚山イベント以降の噴火

史．
日本火山学会2018年度秋季大会 秋田大学（秋田市） 2018年9月

小林 淳・村田昌則・西澤

文勝・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島神津島火山の最新期の噴火堆積物とそ

の年代．
国際火山噴火史情報研究集会 福岡大学（福岡市） 2018年12月

小林 淳・西澤文勝・青木

かおり・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島, 新島火山中部・北部におけるテフラ

層序ー火山災害評価の観点からみた噴火履歴の

見直しの必要性ー．

日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

小林 淳・西澤文勝・青木

かおり・鈴木毅彦(2018)

航空レーザー測量データから作成した高精度

DEM データによる伊豆諸島新島および神津島火

山の火山地形.

日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

小林 淳・青木かおり・村

田昌則・西澤文勝・鈴木毅

彦(2018)

伊豆諸島新島火山のテフラ層序と最近約2 万年

間の噴火史.
日本第四紀学会2018 年大会 首都大学東京（八王子市） 2018年8月

村田昌則・小林 淳・西澤

文勝・石村大輔・鈴木毅彦

(2018)

伊豆諸島 神津島火山那智山北部におけるテフ

ラ層序と噴火史.
日本火山学会2018年度秋季大会 秋田大学（秋田市） 2018年9月

青木かおり・小林 淳・西

澤文勝・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島テフラのデータベース化を目指して―

新島大三山地点の事例.
日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

青木かおり・小林 淳・西

澤文勝・村田昌則・鈴木毅

彦(2018)

伊豆諸島北部, 新島に分布するテフラの標準層

序と特性－伊豆諸島テフラのデータベース化の

一環として－.

日本第四紀学会2018 年大会 首都大学東京（八王子市） 2018年8月

西澤文勝・小林 淳・村田

昌則・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島, 神津島火山中央部の環状地形（那智

山火山体）とその形成時期.
日本第四紀学会2018 年大会 首都大学東京（八王子市） 2018年8月



西澤文勝・伊藤美和子・小

林 淳・青木かおり・石村

大輔・鈴木毅彦(2018)

伊豆諸島,神津島火山における爆発的噴火史: 

島北部で検出された新たな火砕堆積物群.
日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

伊藤美和子・西澤文勝・石

村大輔・小林 淳・鈴木 毅

彦(2018)

伊豆諸島, 神津島火山南部における単成火山群

の噴火史
日本地球惑星科学2018年大会 幕張メッセ（千葉市） 2018年5月

青木かおり・小林　淳・村

田昌則・鈴木毅彦(2019)

房総沖掘削コア C9010Eに介在するテフラ層序

－速報として－.
日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

鈴木毅彦・千木良雅弘

(2019)
伊豆大島南西部における地質時代の斜面崩壊. 日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

鈴木毅彦・寺山　怜・松風　

潤・加藤佑一(2019)

伊豆大島南西部「地層大切断面」における先カ

ルデラ火山新期山体形成期以降，過去約2万年

間のテフロクロノジー.

日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

白井正明・武原未佳・宇津

川喬子

相模川（桂川）上流域における富士相模川泥流

堆積物の堆積学的特徴
日本地球惑星科学連合2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

小林　淳・村田昌則・青木

かおり・石村大輔・鈴木毅

彦(2019)

伊豆諸島新島火山，大三山及び地内島における

テフラ層序と間々下浦火山噴出物との対比.
日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

寺山　怜・鈴木毅彦・小林　

淳(2019)

伊豆大島最北部碁石浜におけるカルデラ形成以

前の火山噴出物とその堆積年代.
日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

小林　淳・村田昌則・西澤

文勝・鈴木毅彦(2019)

伊豆諸島神津島火山の最新期活動におけるテフ

ラ層序とその噴火史.
日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

田野智大・鈴木毅彦・小林　

淳・村田昌則(2019)

伊豆諸島御蔵島で確認されたテフラの記載岩石

学的特徴.
日本地球惑星科学2019年大会 幕張メッセ（千葉市） 2019年5月

SUZUKI, Takehiko, 

TERAYAMA, Satoshi(2019)

Tephrostratigraphy of the basaltic Izu-

oshima volcano during last 20,000 years 

using radiocarbon ages and distal tephras, 

off Tokyo Pacific Ocean.

20th Congress of the International 

Union for Quaternary Research 

(INQUA)

 Convention Centre 

Dublin (Dublin, Ireland)
2019年7月

青木かおり・小林　淳・村

田昌則・鈴木毅彦(2019)

 房総沖掘削コアC9010E に介在するテフラ層の

特徴と編年.
日本第四紀学会2019 年大会 千葉科学大学（銚子市） 2019年8月

村田昌則・小林　淳・青木

かおり・鈴木毅彦(2019)

伊豆諸島神津島火山の天上山および櫛ヶ峰にお

けるテフラ層序とその対比.
日本第四紀学会2019 年大会 千葉科学大学（銚子市） 2019年8月

高橋尚志・青木かおり・村

田昌則・鈴木毅彦(2019)

氷河性海水準変動と海底地形を踏まえた伊豆諸

島の火山活動史構築にむけて.
日本第四紀学会2019 年大会 千葉科学大学（銚子市） 2019年8月

村田昌則・小林　淳・高橋

尚志・青木かおり・鈴木毅

彦 (2019)

伊豆諸島神津島火山 穴の山におけるテフラ層

序と対比.
日本火山学会2019年度秋季大会 神戸大学（神戸市） 2019年9月

AOKI, Kaori, KOBAYASHI, 

Makoto, MURATA, 

Masanori, NISHIZAWA, 

Toshikatsu, TAKAHASHI, 

Takayuki, and SUZUKI, 

Takehiko (2020)

Construction of late Quaternary eruption 

history in and around the Izu Volcanic 

Islands, off Tokyo

Ocean Sciences Meeting 2020
San Diego Convention 

Center (San Diego, US)
2020年2月



A2 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

濱村悠成, 小田義也

（2019）

干渉SAR解析による八丈島三原山周辺の地表変

動に関する研究
物理探査学会第140回学術講演会 早稲田大学 2019年6月

OMORI,Kentaro, 

ODA,Yoshiya (2018)

Resolution test for earthquake tomography 

of the volcanic islands: a case study at 

Hachijojima

12th International Workshop on 

Seismic Microzoning and Risk 

Reduction

Kanagawa University 2018年9月

門脇謙司, 小田義也

（2018）

干渉SAR解析による新島・式根島の地表変動に

関する研究
物理探査学会第138回学術講演会 早稲田大学 2018年5月

上原航, 小田義也（2018）
干渉SAR解析による神津島の地殻変動に関する

研究
物理探査学会第138回学術講演会 早稲田大学 2018年5月

OMORI,Kentaro, 

ODA,Yoshiya (2018)

Checkerboard resolution test for natural 

earthquake tomography of volcanic islands 

in Tokyo

Japan Geoscience Union Meeting 

2018
幕張メッセ 2018年5月

B1 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

中山大地（2019）
決定木を用いた伊豆大島における土砂災害に関

する研究
日本地理学会 専修大学 2019年3月

中山大地（2019） Geohazard map of Izu Islands, Japan Esri User Conference 2019
San Diego Convention 

Hall
2019年7月

B3 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

ISHIKURA,Tomoki, OYAMA, 

Azusa (2018)

Impacts of volcanic ash fall to road 

transport network and commodity flow in 

Japan

the 65th North American Meetings 

of the Regional Science 

Association International

San Antonio, TX, USA 2018年11月

ISHIKURA,Tomoki (2019)
Impacts of volcanic ash fall to commodity 

flow and freight transport

International Workshop on Air 

Traffic Management under Large‐

Scale Eruption

Kagoshima, Japan 2019年2月

ISHIKURA,Tomoki (2020)
Impacts to interregional commodity flow 

and freight trnsport by volcanic ash fall

International seminar on 

Integration of Spatial Computable 

General Equilibrium and Transport 

Modelling

KUBEC,  Brussels, 

Belgium
2020年2月

C1 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

五十嵐匠（2018）
火山性堆積物細骨材の反応性と吸水率がモルタ

ルの圧縮強度に及ぼす影響
土木学会第73回年次学術講演会 北海道札幌市 2018年8月

上野敦（2019）
火山性堆積物細骨材の吸水率がモルタルの圧縮

強度と細孔構造に及ぼす影響
土木学会第74回年次学術講演会 香川県高松市 2019年9月

D1 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

市古太郎（2019）
気象災害ハザードと土地利用計画(都市・地域

計画の視点から)
日本建築学会 金沢工業大学 2019年9月

平木繁，市古太郎（2019）
指定管理者制度による避難所運営の実態とその

検証-熊本地震での集約避難所運営を通して-
地域安全学会 木曽町町立図書館 2019年5月



ICHIKO,Taro(2018)

Needs and roles for city planning on the 

aftermath of disaster - a case study of 

community-based relocating recovery in the 

Great East Japan Earthquake

IPHS2018 横浜開港資料館 2018年7月

岩本真利奈，平木繁，市古

太郎（2018）

2016年熊本地震被災地における空間再建遷移に

関する研究ー熊本県阿蘇郡西原村3集落を対象

としてー

日本建築学会 東北大学 2018年9月

高橋拓宙，市古太郎

（2018）

活火山を有する離島での災害を事例とした個

人，地域の災害時対処行動に関する研究—
地域安全学会 奥尻町公民館 2018年5月

D2 著者名と掲載年 タイトル 学会名 会場 開催月

近藤日名子・可知直毅・黒

川信・市古太郎

東京の島しょでの学外体験型教養授業の取り組

み～伊豆大島をフィールドとする災害現場体験

実習～

島嶼学会 法政大学：東京 2018年9月

近藤日名子・可知直毅・黒

川信・市古太郎

島しょにおける首都大学東京の取り組み～伊豆

大島公立中学校での火山泥流災害の学びへの地

域貢献～

島嶼学会 未来創造センター：宮古島 2019年10月

田口香子，市古太郎

（2019）

自主防災組織リーダーにおける要配慮者に係る

災害リスク認知に関する分析—東京消防庁自主

防災組織育成講習会を通じて—

地域安全学会 木曽町町立図書館 2019年5月



５）新聞・テレビ・ラジオ等への寄稿・出演・情報提供

氏名 誌名・番組名等 内容概略 掲載面・放映年月日

A1 鈴木毅彦 なるにはBOOKS　大学学部調べ　環境学部
進学先を選ぶ際の疑問を解決し進路を考え

る手助けをするシリーズの書籍
2020年4月刊行予定

鈴木毅彦 東京新聞

2020年オープンユニバーシティ講座「火山

災害研究センター：日本の火山 最新研究

と火山災害」に関する記事．

2020年2月28日朝刊

鈴木毅彦 東京新聞
伊方原発３号機の運転差し止めの審理につ

いて
2018年10月6日朝刊

鈴木毅彦 NHKスペシャル　緊急報告　北海道 激震
平成３０年北海道胆振東部地震」に関する

報道にて斜面災害について解説
2018年9月9日放映

鈴木毅彦 テレビ朝日：報道ステーション

「平成３０年北海道胆振東部地震」に関す

る報道にて，斜面災害について，電話にて

コメント．

2018年 9 月 6 日放映

鈴木毅彦 日経産業新聞　連載記事「解剖　先端拠点」
火山災害研究センターの設立経緯・研究活

動など．
2018 年 7月 4 日掲載

鈴木毅彦
RKB毎日放送ラジオ番組：仲谷一志・下田文代

の夜なおし堂
霧島新燃岳噴火についてコメント． 2018年3月6日放送

鈴木毅彦
J-WAVEラジオ番組：J-WAVE TOKYO MORNING 

RADIO

草津白根火山噴火・蔵王山噴火警戒レベル

上昇などについてコメント．
2018年1月31日放送

鈴木毅彦 日本テレビ：スッキリ

草津白根火山噴火について，今回の噴火現

象の解説，今後の噴火予測，草津温泉への

影響など．

2018年1月23日放映

鈴木毅彦 読売新聞夕刊
火山災害研究センターの設立経緯・研究活

動など．
2017年2月3日掲載

D1 市古太郎 河北新報
復興支援活動の報告会に関する記事で首都

大チームの取り組み紹介
2017年11月20日

D2 サブチーム 広報大島
大島町立第一中での防災授業について取り

上げられた
2019年8月号

６）一般向けの講座・講演会・シンポジウム等への出講

名称 内容概略 会場 開催期間

A1
株式会社パレオラボ第31期

株主総会

テフラ研究に関する国内外における最近の現状

と動向（鈴木毅彦）
ホテルサンシティ池袋（豊島区） 2017年12月

首都大学東京オープンユニ

バーシティ
日本列島の火山と噴火（鈴木毅彦）

首都大学東京飯田橋キャンパス（千代田

区）
2018年4月

日本火山学会火山防災シン

ポジウム

首都大学東京と東京都の連携による火山防災の

取組.（鈴木毅彦）
幕張メッセ（千葉市） 2018年7月

日高ライブリーカレッジ
日本列島の火山―その実体を知り，災害と共生

を考える―（鈴木毅彦）
日高市生涯学習センター（埼玉県日高市） 2018年1月



第4回ジオパークシンポジ

ウム「日本列島の第四紀多

様性：ジオパークの基礎と

して」

日本列島の火山・テフラの多様性（鈴木毅彦） お茶の水大学（文京区） 2018年12月

八王子市環境学習リーダー

第9 期養成講座
多摩の地質と火山との関係（鈴木毅彦） クールセンター八王子（八王子市） 2019年1月

火山災害対策研究フォーラ

ムー東京の火山災害に備え

るー

東京の火山災害研究に向けて（鈴木毅彦）
首都大学東京南大沢キャンパス（八王子

市）
2019年2月

火山災害対策研究フォーラ

ムー東京の火山災害に備え

るー

新島・神津島の火山噴火史：最新の研究成果

（小林　淳）

首都大学東京南大沢キャンパス（八王子

市）
2019年2月

首都大学東京オープンユニ

バーシティ「日本列島の火

山」

富士・箱根, 伊豆諸島火山の噴火による災害予

測とその対策（鈴木毅彦）

首都大学東京飯田橋キャンパス（千代田

区）
2018年4月

2018 年度地学教育・アウ

トリーチ巡検

箱根～北伊豆地域の自然災害の跡を巡る（小林　

淳）
箱根・函南 2018年8月

大島島民フォーラム 伊豆

大島の火山・土砂災害に備

える.

伊豆大島，最近の火山研究と防災対策（鈴木毅

彦）
大島町開発総合センター（大島町） 2019年11月

C1
東京都建設局実務研修講師

（コンクリート科）

東京都建設局を中心とした中堅技術者に対する

定期研修で、島嶼部における火山性堆積物の利

用に関して講習した（上野　敦）。

東京都建設局職員研修所 2019年11月

7）講座・講演会・シンポジウム等の企画実施

名称 内容 共催・後援等 開催期間・会場

A1
火山災害対策研究フォーラ

ムー東京の火山災害に備え

るー

東京の火山災害研究に向けて
東京都，八王子市，日本火山学会，日本第

四紀学会，日本地理学会

2019年2月

首都大学東京南大沢キャン

パス（八王子市）

水月湖テフラ研究に関する

講演会

Paul Albert 氏（オックスフォード大学），

Victoria Smith 氏（オックスフォード大学）

による最新の水月湖テフラ研究に関する研究報

告

日本第四紀学会

2019年2月

首都大学東京南大沢キャン

パス（八王子市）

大島島民フォーラム 伊豆

大島の火山・土砂災害に備

える

伊豆大島，最近の火山研究と防災対策 東京都大島町

2019年11月

大島町開発総合センター

（大島町）

B1
「Pythonを用いたDEM処

理」GIS Day in 東京 2019

Pythonを用いて数値地形モデルから地形量を計

算するための講習会

東京都，日本地理学会，日本地図学会，地

理情報システム学会，東京地学協会，日本

地図センター，全国地理教育研究会

2019/12/21

首都大学東京南大沢キャン

パス

D1
首都直下地震時等の災害ホ

゙ランティア活動 2020 

連携ワークショップ

首都直下地震時の災害ボランティアの活動支援

と連携について検討するワークショップ
東京都生活文化局，東京都社会福祉協議会

2020/2/4

SDA 原宿クリスチャンセン

ター

D2
探求型総合学習授業　

MIRAI Action

東京の海で起きている海の砂漠化をテーマに環

境問題を考える
都立小山台高校

2017/10月，2018/10月、

2019年/10月

都立小山台高校

市民企画講座
いま海で起きている砂漠化・海の生き物から学

ぶこと
八王子市生涯学習センター

2019/10月

八王子市生涯学習センター

南大沢分館



8）センターの活動と関係する委員等の就任，学生指導

名称 内容 組織 開催日：就任期間

A1
伊豆諸島６火山防災協議会　

委員（鈴木毅彦）

伊豆諸島6島（伊豆大島・三宅島・新島・神津

島・八丈島・青ヶ島）の火山防災に関する検

討．

東京都 2018年4月〜

地球惑星科学委員会地球惑

星科学国際連携分科会

INQUA小委員会　副委員長

（鈴木毅彦）

国際第四紀学連合（International Union for 

Quaternary Science: INQUA）の活動に関する

国内窓口を担う．

日本学術会議 2018年 8月〜

地域研究委員会・地球惑星

科学委員合同地理教育分科

会自然地理学・環境防災小

委員会　委員（鈴木毅彦）

国際第四紀学連合（International Union for 

Quaternary Science: INQUA）の活動に関する

国内窓口を担う．

日本学術会議 2018年4月〜

次世代火山研究者育成コン

ソーシアム人材育成運営委

員会　委員（鈴木毅彦）

社会防災的な知識を身に付けた研究人材を育成

するための文部科学省認定のプロジェクト．
次世代火山研究者育成コンソーシアム 2018年3月〜

八丈島火山噴火緊急減災対

策砂防計画検討委員会　委

員（鈴木毅彦）

八丈島火山における砂防基本計画の改定に関す

る検討．
東京都 2019年10月〜2020年3月

八丈島火山砂防基本計画改

定検討委員会　オブザー

バー（鈴木毅彦）

八丈島火山における砂防基本計画の改定に関す

る検討．
東京都 2018年10月〜2019年3月

治水地形判定委員会　委員

（鈴木毅彦）

治水地形分類図の更新作業に対し，適否の判定

及び指導・助言を行う．
国土交通省国土地理院 2018年6月〜2019年3月

伊豆諸島６火山防災協議会

火山現象検討部会　オブ

ザーバー（鈴木毅彦）

伊豆諸島6島（伊豆大島・三宅島・新島・神津

島・八丈島・青ヶ島）の火山防災に関する検

討．

東京都 2017年4月〜2018年3月

伊豆大島火山砂防基本計画

改定検討委員会　オブザー

バー（鈴木毅彦）

伊豆大島火山における砂防基本計画の改定に関

する検討．
東京都 2017年4月〜2018年3月

三宅島火山砂防基本計画改

定検討委員会　オブザー

バー

三宅島火山における砂防基本計画の改定に関す

る検討．
東京都 2017年4月〜2018年3月

気象庁火山噴火予知連絡会　

御嶽山総合観測班　幹事

（鈴木毅彦）

御嶽山2014年噴火に関する観測． 気象庁 2017年4月〜2019年3月

首都大学東京　地理環境学

域　地形・地質学研究室　

ゼミ合宿（白井正明・石村

大輔）

群馬県榛名山麓をめぐり，榛名山を中心とした

過去数万年間の火山活動について学生（院生5

名，学部生4名）の指導を行った．

首都大学東京　地理環境学域　地形・地質

学研究室
2019年12月

学生指導（鈴木毅彦） 伊豆諸島，神津島南部のテフロクロノロジー 2017年度修士論文

学生指導（鈴木毅彦）
伊豆諸島御蔵島におけるテフラ層序の再検討お

よび火山体形成過程に関する考察
2019年度修士論文

学生指導（鈴木毅彦）
トカラ列島諏訪之瀬島のテフラ層序と噴火様式

の変遷について
2017年度卒業論文

学生指導（鈴木毅彦）
那須火山群における山体崩壊発生域と岩屑なだ

れ到達域の推測
2017年度卒業論文

学生指導（鈴木毅彦）
伊豆大島北部碁石浜における火山噴出物の記載

と堆積年代
2018年度卒業論文

学生指導（鈴木毅彦） 榛名火山の箱田テフラの再検討 2019年度卒業論文



A2 学生指導（小田義也）
干渉SAR解析による火山地域の地表変動と圧力

源の推定に関する研究
2018年度修士論文

学生指導（小田義也）
タイムラプストモグラフィによる近く構造変化

の検出能力に関する研究
2018年度卒業論文

学生指導（小田義也）
干渉SAR解析による八丈島三原山周辺の地表変

動に関する研究
2018年度卒業論文

学生指導（小田義也）
干渉SAR解析による神津島・御蔵島の地表変動

に関する研究
2017年度卒業論文

学生指導（小田義也）
東京都火山島における自然地震トモグラフィの

解像度に関する研究
2017年度卒業論文

学生指導（小田義也）
干渉SAR解析による新島・式根島の地表変動に

関する研究
2017年度卒業論文

B1 卒論指導（中山大地）
決定木による土砂動態の推定 〜三宅島を例に

〜
2019年度卒業論文

C1

日本コンクリート工学会：

火山性堆積物のコンクリー

ト用混和材としての高度利

用に関する研究委員会、委

員就任（上野　敦）

日本国内に分布する火山性堆積物（主に火山

灰）をコンクリート用混和材として使用するた

めの調査研究をい行う。

2019年5月〜2021年3月

D1

東京都災害ボランティアセ

ンター・アクションプラン

推進会議 アドバイザー

（市古太郎）

東京都が災害時に開設する「東京都災害ボラン

ティアセンター」の平時に準備に取り組む活動

組織

2019年4月〜

東京都都市復興基本計画検

討委員会 委員（市古太

郎）

大規模震災時の東京の復興について備える機関 2018年4月〜

D2 学部向け科目（黒川　信） 島の自然と社会と文化 伊豆大島
2017年8月，2018年8月，

2019年8月

キャリア教育科目（黒川　

信）
ボランティアとリーダーシップ 南大沢キャンパス 2018年11月，2019年6月

社会人対象伊豆大島野外講

座（黒川　信）
島の自然と社会と文化 伊豆大島 2018年2月、2019年2月

プレミアムカレッジアデイ

ショナル科目（可知直毅）

「東京の離島を学ぶ」（島の自然と社会と文

化）
伊豆大島 2020年2月

オープンユニバーシティー　

教員対象リカレント理科教

育in 伊豆大：現場体験実

習（黒川　信）

東京の火山島の自然と素材にした生物学・地

学・総合学習の実践教育
伊豆大島 2019年8月

都立大島海洋国際高校学校

運営連絡協議会委員（黒川　

信）

学校運営外部委員 伊豆大島 2010年〜　3回/年

都立大島高校学校運営連絡

協議会委員（黒川　信）
学校運営外部委員 伊豆大島 2014年〜　3回/年




